
令和４年５月２４日 

  

  堺        市 

 

 

上野芝住宅１棟ほか３棟外壁改修ほか工事の設計図書の訂正について（通知） 

 

 

上野芝住宅１棟ほか３棟外壁改修ほか工事の設計図書等（図面及び参考内訳明細書）に

ついて、下記のとおり、一部訂正しますので、お知らせいたします。 

 現在、堺市入札情報公開システムに掲載されている書類は訂正済みですので、再度、ダ 

ウンロードしていただくか、お持ちの書類を訂正していただきますようお願いいたします。 

なお、開札予定日時、入札書の提出期間の変更はありません。 

ご迷惑をお掛けし、お詫び申し上げます。 

 

記 

 

１．図面の訂正 

   ・訂正箇所 

図面 A/03、A/10、A/39 

 

 ２．参考内訳明細書の訂正 

・訂正箇所 

参考内訳明細書 P30 

 

３．図面の訂正および補足説明について 

  図面の訂正後抜粋資料において、項目の訂正および補足説明を行っている部分につ

いて、雲マークで表現していますので、訂正前訂正後の図面を比較し、ご確認くださ

い。 

 

４．参考内訳明細書の訂正について 

  参考内訳明細書の、訂正抜粋資料において、項目の訂正を行っている部分について、

網掛けで表現していますので、訂正前訂正後の参考内訳明細書を比較し、ご確認くだ

さい。 



別紙1

図面№ 図 面 名 称 訂 正 箇 所 誤 正 備 考

A/03 特記仕様書（No3) 図面内　表記内容 めっき鋼板 カラーガルバリウム鋼板 訂正

A/10 工事範囲一覧表 図面内　表記内容 フッ素ガルバリウム鋼板 カラーガルバリウム鋼板 訂正

A/39
集会所　改修　平面図、
立面図、天井伏図

図面内　表記内容 フッ素ガルバリウム鋼板 カラーガルバリウム鋼板 訂正

図 面 正 誤 表

工事名称：上野芝住宅１棟ほか３棟外壁改修ほか工事
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別紙2

明細書№ 名 称 摘 要 数 量 単 位 明細書№ 名 称 摘 要 数 量 単 位 備 考

P30 屋根  ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5  124 ㎡ P30 屋根  ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5             124 ㎡ 訂正

10行目 鋼板葺き  縦ﾊｾﾞ葺き  ｶﾊﾞｰ工法    10行目 鋼板葺き  縦ﾊｾﾞ葺き  ｶﾊﾞｰ工法    

直接工事費 直接工事費

P30 棟包み          ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                13.6 m P30 棟包み          ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 13.6 m 訂正

12行目 止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W500　t=0.5                     12行目 止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W500　t=0.5                     

直接工事費 直接工事費

P30 下り棟包み      ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                23.7 m P30 下り棟包み      ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 23.7 m 訂正

13行目 止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W600　t=0.5                     13行目 止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W600　t=0.5                     

直接工事費 直接工事費

P30 谷樋            ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                4 m P30 谷樋            ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 4 m 訂正

14行目 W650  t=0.5                     14行目 W650  t=0.5                     

直接工事費 直接工事費

P30 軒先唐草        ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                49.8 m P30 軒先唐草        ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 49.8 m 訂正

15行目 桟鼻ｷｬｯﾌﾟ共     t=0.5                           15行目 桟鼻ｷｬｯﾌﾟ共     t=0.5                           

直接工事費 直接工事費

誤 正

参 考 内 訳 明 細 書 正 誤 表
工事名称：上野芝住宅１棟ほか３棟外壁改修ほか工事
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・ＢＢ－１種    ※アルミサッシ　　  　水切

章 章章 章項　　目 項　　目 項　　目特　記　事　項 特　記　事　項 特　記　事　項項　　目 特　記　事　項

９
　
防
　
水
　
工
　
事

12  含水率　  　　※Ａ種　・Ｂ種

 木材の材質　　・ＪＡＳ規格品　※一般建築用材

 造作材の等級　※Ａ種　・Ｂ種

 樹種　　  　　・標仕による（代用樹種の使用　・可　※不可）

 　　　　  　　・図示による

　

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

３ 集成材

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※一般材

　 

※たも・なら・しおじ

・

・

・

・

・・化粧ばり構造用集成柱

・化粧ばり造作用集成材

・造作用集成材

※集成材

４ 接着剤 ※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

５ 木材保存剤 ※木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は、非有機リン系とする。　　

※防腐・防蟻処理

６ 床板張り

・有り 量の等級　※Ｆ☆☆☆☆

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散

・板張り

　床板 ※単層フローリング

（標仕19．5．2による）

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散

量の等級　※Ｆ☆☆☆☆　　　

・縁甲板 ※ ひ の き 　 　 　

フローリング及び縁甲板張り床

ラワン合板のみ適用（防虫処理証明書の提出）

８ その他

屋
　
根
　
及
　
び
　
樋
　
工
　
事

13
１ 長尺金属板葺

２ 下葺材料 ＪＩＳＡ６００５　・アスファルトルーフィング 940

３ 折板葺

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板（CZACCR-20-Y25）

・

材　　料

形状（ｍｍ）

（規模等）

軒先面戸板

断　熱　材

耐火性能

※有り　・無し

※有り（種別：　　　　　　厚さ：　　　㎜）　　・無し

※３０分耐火　　・無し

山高（　　）　山ピッチ（　　）　板厚※０.６　・０.８

４　保証書 受注者、施工者、製造者の３者連名にて保証すること。

材料保証１０年、施工保証５年の保証書２部提出すること。

５ と い ・配管用鋼管（及び排水管継手）

　  防露（標仕表13.5.4）　※有　・無

　　　　　　　　　　呼び径　・75　・100 　・125 　・150

・硬質塩化ビニル雨どい

・その他のとい

掃除口　　※有り　　・無し

※下がり止め　　製造所の仕様による

６ とい受け金物 ※排水管バンド

　　　※溶融亜鉛めっき(3×32) 　・ステンレスSUS304(2×32)

※ワンタッチキャップ付アンカー

　　　※溶融亜鉛めっき(4.5×32) ・ステンレスSUS304(3×32)

・その他の受け金物

　　　・　　　　　　　　　　　　

７ ルーフドレン

　　の工法

材種　※鋳鉄製　・ステンレス製SUS304

工法　※打込み　・後付け

　　　　　　　　　　呼び径　・80　・100 　・125 　・150

　 表面仕上げ

１ ステンレス

金
 
属
 
工
 
事

14

14

金
　
属
　
工
　
事

・ＡＢ－１種    ・カーテンウォール

・ＢＢ－２種    ・アルミサッシ

・ＡＣ－１種    ・アルミ内外装材　　・アルミ屋根材

・ＡＣ－２種    ・アルミ内外装材　　・アルミ屋根材

水切

・ＡＢ－２種    ・カーテンウォール

　　 　　   溶融亜鉛めっき　　　  ・Ａ種(550以上) ・Ｂ種(450以上)

３ 鉄の亜鉛めっき

　　　　   　　　    　　　  　   ※Ｃ種(350以上)

　　 　　   電気亜鉛めっき　  　  ・Ｄ種( 20以上) ・Ｅ種( 13以上)

　　　　   　　　　     　　  　  ・Ｆ種(  8以上)

付着量の証明書提出

４ 軽量鉄骨天井下地 ＪＩＳ規格品　野縁等の種類  屋内　※１９形　・２５形

　　　　  　　　　　　  　  屋外　・１９形　※２５形

インサート　　※鋼製　　・　

15

左
　
官
　
工
　
事

１ モルタル塗り材料

１ 木　材

２ 表面仕上げの程度

・工場における加圧式とし、十分に乾燥をおこなう。　ただし、現場におけ

 布することとする。

 る加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を塗

７ 防虫処理

搬入時の数値とする。

  木材は、工事現場搬入時に監督員の検査を行う。　尚、含水率は工事現場

２ アルミニウム及び

　アルミニウム合金

　の表面処理

５ 軽量鉄骨壁下地

６ 手すり及び

・鉄

手すり

７ 金属成形板張り

・

製

・パネル型　　　  ※プレス　　  　　 　 　　　　　　　　　 ・ 

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける　（施工箇所は図示）

８ アルミニウム製笠木

　 タラップ

部材の種類　・２５０形　・３００形　・３５０形　・　

表面処理　　※ＢＢ―１種又はＡＢ―１種　・　　

　　　　　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　　　　　・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ

・Ｃ　　種    　・アルミ内部建材

・６５形　（Ｈ≦4.0m）

・１００形（4.5m＜Ｈ≦5m）

・５０形  （Ｈ≦2.7m 片面貼り）

・９０形  （4.0m＜Ｈ≦4.5m）

品　　名 規 格・品 質 芯材の種類 化粧単板の樹種

下張り用

床板

※無し

※合板張り

施工箇所 型 式 材  質 厚　さ 金物類 備　考

形　式 ※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

種　別 施工箇所

種　別 施工箇所

施工箇所 亜鉛めっきの類別 付着量等の種別

種　類

形　状 製　法 材　種 寸 法 厚 さ 表面処理

２ 床コンクリートの

直均し仕上げ

下記以外は標仕表６.２.５及び標仕１５.３.２による

１ｍにつき１０以下 塗料塗りの場合も含む

３ｍにつき７以下　

フリーアクセフロア

　（パネル構法）範囲

　（溝構法）範囲

フリーアクセフロア

施工箇所 平たんさ（㎜） 備　考

吸水調整材及び 防水剤の 

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

※硬質塩化ビニル管（及び排水用硬質塩ビ管継手）カラー品

・スパンドレル型 ・押出し   ※アルミニウム　　　 　　　　　・ＢＢ-１種

（一社）公共建築協会」

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

・No．２Ｂ　  ・手すり

※ＨＬ　　    ・サッシ　・手すり　・三方枠

・鏡面　　    ・サッシ　・三方枠　・鏡

材料の種別

　　　　　　　　・ロール　　　　　　　　　 　　　  　　 　・ＢＢ-２種

１ アスファルト防水 脱気装置

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

成形伸縮目地材　製造所　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

仕上げ塗料

塗り

・シルバー

・カラー

２ 改質アスファルト

シート防水

種　別 施工箇所 備　考

〔改修工事版〕

６ その他の防水 備　考施工箇所種　別

５ ケイ酸質系塗布防水

・Ｃ－ＵＩ

・Ｃ－ＵＰ

備　考施工箇所種　別

４ 塗膜防水

脱気装置

※適用する・適用しない

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２

仕上げ塗料塗り

　・シルバー

　・カラー

Ｙ－２工法の保護シート

種　別 施工箇所 備　考

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳＩ－Ｔ１ 断熱材

・材質(　　　　　　　　　)

・厚さ(　 )mm

・ＡＳＩ－Ｊ１

※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

保温板2種2号

・ 厚さ25mm

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

脱気装置

種　別 施工箇所 仕上げ塗料塗り

・ＡＳ－Ｊ２

・ＡＳ－Ｊ３

脱気装置

断熱材

※A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

・ 厚さ25mm

・厚さ(　 )mm

断熱材

・材質(　　　　　　　　　)

・厚さ(　 )mm

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

厚さ
(mm)

※
非
歩
行

・
軽
歩
行

※1.2

※2.0

※1.5

※1.5

※1.2

※1.2

※1.5

※1.0

・Ｓ-Ｆ１

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｍ２

・ＳＩ-Ｆ１

・ＳＩ-Ｍ１

・Ｓ-Ｃ１

※2.0・ＳＩ-Ｆ２

※1.5・ＳＩ-Ｍ２

・Ｓ-Ｍ３

・ 厚さ25mm※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

保温板2種2号

３ 合成高分子系

防水

ルーフィングシート

種　別 施工箇所 仕上げ塗料

塗り

使用

分類

 

10 １ 天然石張り 石の品質

　床用石材　　　　　　※２等品　・　

　壁及びその他の石材　※１等品　・　

石の種類・表面仕上げ

施工箇所 種 類 産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類

石
　
工
　
事

木
　
工
　
事

材料新設する防水層の下地補修材　

　　※アスファルトJISK2207 ３種　　　・　　

ルーフドレン回りの処理　　　　　　　　　　　　　　※図示

既存下地の補修及び処置補修箇所の形状，処置など　　※図示

架台回り等の処置　 　　　　　　　　　　　　　　　 ※図示

改12 施工一般

改13　既存防水の処理

９
　
防
　
水
　
工
　
事

２ テラゾタイル張り 種類　　　　　　　　　※大理石　　　　・花コウ岩　

寸法　　　　　　　　　※300×300×30　・400×400×32　

３ テラゾブロック張り 種石の種類　※大理石

表面仕上げ　※本磨き

　工法

内壁石張り

・乾式工法

　裏打ち処理　　　　　※行わない　・行う

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法 ・あと施工アンカー工法）

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　）

４ 壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　・乾式工法

　ドレインパイプ　　　※ステンレスＳＵＳ304　・　

　裏面及び裏打ち処理　※行わない　・行う（・裏面処理の場合小口共）

５ 床及び階段の石張り 石の厚さ（mm）

床石張りの裏面処理　　※行わない　・行う

屋内のワックス掛け　　※行わない　・行う

11 １ 陶磁器質タイル

  

施 工 工 法 寸法 き  じ うわぐすり 役物 備 考

箇 所 形状 磁器 陶器 せっ器 施　無 施無
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

工法  　 1.密着張り

2.改良積上げ張り

3.改良圧着張り

4.マスク張り

6.内装壁タイル接着剤張り

5.モザイクタイル張り

7.外装壁タイル接着剤張り

8.床タイル張り

　躯体表面の処理　・行う

　　　　　　　　　　　　※ＭＣＲ工法６章コンクリート工事又は

高圧水洗（ポリマーセメントモルタル下地）工法

施工範囲　※図示　　

　下地モルタル塗り　※標仕１５．２．２～１５．２．５による

　タイルの試験張り　※行わない　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

２ 有機質接着剤 ・　屋内　ＪＩＳＡ５５４８（陶磁器質タイル用接着剤）による

・　屋外　ＪＩＳＡ５５５７（外装タイル張り用有機系接着材）による

※便所については、タイプⅠ　とする。

３ 陶磁器質タイル

　型枠先付け 小口タイル

・6.8.2〔材料〕（２）（イ）

　     　　　　　 ・タイルシート法       ※6.8.2〔材料〕（２）（イ）

 二丁掛タイル    ・目地桝法

 大形タイル　    ・桟木法　　　　      ・6.8.2〔材料〕（２）（イ）

・金属製パネル

 適用タイル 種 別 せき板の種別

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

　既調合モルタル・ポリマーセメントモルタルの

外装タイルの出隅役物は、Ｌ型及び箱型役物とする。４ 役　物

５ 見本焼き 　　※行わない　・行う

６ 伸縮調整目地 　　・外壁　※図示

　　・内壁　※入隅部、建具廻り、設備機器廻り

　　・床　※図示

　　※外観検査　※打診検査　・接着力試験７ 検　査

改８ 張付け材料の厚さ
タイルの種類

張付け材料
工　法

内装タイル
改良積上げ張り 一枚ずつ貼付ける

塗り厚mm

１３～１８

備　考

モルタル

種　類

サート再使用

改11 既存埋込みイン

・吊りボルトの引き抜き試験を行う。

（当該階３ヶ所程度、４０㎏程度の荷重にて抜けないことの確認。）

あと施工アンカー

新規天井下地の吊りボルト受け等の既存の埋込みインサートの使用

・吊りボルトの引き抜き試験を行う。

（当該会３箇所程度、４０kg程度の荷重にて抜けないことの確認。）

８棟便所床

12棟便所床

8

8

25角

50角

 ・ ・　

  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

　 ・　・　

　 ・　・　

　 ・　・　

　 ・　・　

 ・ ・　

 ・ ・　

 ・ ・　

  ・   ・    ・ 

　　 　　 　 　 　　　 　
・鉄

タラップ ※ステンレスＳＵＳ３０４

・樹脂被覆

　2014. 1.改訂
0 25 50 75

原寸図11 接着性試験 ・引張接着性試験　※簡易接着性試験

　1998. 5.作成

　2011. 2.改訂

　2007.12.改訂

　2004.11.改訂

　2002. 5.改訂

　2000.12.改訂

堺市　建築都市局　建築部

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺

図面番号

Ａ１縮尺

特記仕様書（Ｎｏ３）
2017. 2.改訂

2017. 1.改訂

2020. 4.改訂

2021. 4.改訂

2022. 4.改訂
Ａ／０３

10 シーリング 記　号 施工箇所 備　考

各防水組合加盟店の施工とし、工事完了後施工プレート取付けのこと。

尚、完了年月日は契約竣工年月日とする。

９ 施　工

８ 漏水試験 陸屋根については、水上より５０mmの高さにて２４時間水張試験を行う。

受注者、施工者、製造者の３者連名にて年限（１０年）保証すること。

保証書は２部提出すること。

７ 保証書

目地寸法

ＳＲ－１　ＨＭ　シリコーンシーリング材（１成分形）高モジュラス形

ＳＲ－１　ＬＭ　シリコーンシーリング材（１成分形）低モジュラス形

ＳＲ－２　　　　シリコーンシーリング材（２成分形）

ＰＳ－２　　　　ポリサルファイドシーリング材（２成分形）

ＭＳ－２　　　　変成シリコーンシーリング材（２成分形）

ＰＵ－２　　　　ポリウレタンシーリング材（２成分形）

・保証書　受注者、施工者、製造者の３者連名にて年限（３年）保証する

　　　　　こと。　保証書は２部提出すること。

ポンプ室屋根

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　70　　㎡当たり１箇所）

バルコニー、階段室、階段排水溝

共同廊下排水溝、庇天端

PU-2

PU-2

MS-2

誘発目地、化粧目地

外壁打継目地

鋼製サッシ

20×15

20×15

15×10

降雨時等に対する養生方法　　※改修標仕 3.1.3(5)

集会所 縦葺縦馳 0.5mmめっき鋼板

※ステンレスＳＵＳ３０４　　・　アルミ製

上野芝住宅1棟ほか3棟外壁改修ほか工事

― ―

訂正前

764691
長方形



巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁

・塗膜部分は、吹付タイル（下地：アスベスト含有）脆弱部除去

の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調整材

（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

設備盤等 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

風呂釜取出口 面台はケレン清掃後、下地調整の上、ウレタン塗膜防水（X-2）

を行う。

外壁 浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地：アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

床下換気口（鋳鉄製）

エキスパンドメタル

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）

パラボラアンテナ

（電気設備工事対応）

移設、復旧。（　箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）

・破損部（　箇所）は、破損部（W1,075 H1,800）ケイカル板

ｔ＝6.0（アスベスト含有）撤去の上、新設（ケイ酸カルシウム

板t=6.0、素地ごしらえ（B種）、EP-G塗装とし、避難方向

表示を行う。取外し期間中は進入防止措置を行うこと。

・破損部以外（　　個所）は、下地調整（RB種）、EP-G塗替

錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

・アスベスト含有部分の撤去方法は、特記仕様書（No.６）

・枠（スチール製 溶融亜鉛メッキ）は、下地調整（RB種）、

えとし、避難方向表示を行う。

による。

隔板（W1,075 H1,800）

昇降機扉 下地調整の上、外部用粘着剤付き塩ビ化粧フィルム貼り。

（3MﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑEXｼﾘｰｽﾞ同等品）

給気扉

換気扇フード

下地調整（RB種）の上、DP塗替えとする。（　箇所、両面共）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）

面台はケレン清掃後、下地調整の上、ウレタン塗膜防水（X-2）

を行う。

目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

・タラップ（L=500、22φ3段）:SUS製、既存利用。

・中性洗剤にてクリーニングを行う。

屋上ハッチ（タラップ含） ・屋上ハッチ（600φ）:SUS製、既存利用。

・昇降路：下地調整（RB種）の上、複層塗材（E）塗りとする。

鋼製手摺 下地調整(RB種)の上、DP塗替えとする。

（窓）

物干金物

消火器ボックス 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。（表面）

竪樋

（　　箇所、既存同色とする。）

・支持金物取替え（スチール製　溶融亜鉛メッキ）

・掴み金物足元廻りは、変成シリコンシーリング（MS-2）

鋼製手摺・たて格子 既存鋼製手摺・目隠しパネル撤去の上、アルミ製手摺に取替え。

撤去の際は仮設計画図にある通り、入居者の落下養生手摺等

施すこと。笠木天端は、不陸調整の為CM-2で平滑にする。

ステンレス棟名称版

アクリル階数表示板

ステンレス室名板

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

打替えとする。

ステンレス掲示板

ステンレス集合郵便受け

ドレン（ストレーナー含）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングの上、ノンタール系エポキシ樹脂塗装

替えとする。

操作表示板取替（切文字共）

鋼製手摺（階段） 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

アルミ手摺（階段） 中性洗剤にてクリーニングを行う。

庇

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

浮き、クラック、露筋、欠損等の屋根面改修を行う。

・ エアーブローエ法にて清掃、下地調整の上、全面にウレタン

塗膜防水（X-2）を行う。

・天端浮き部分は、エポキシ樹脂注入とする。

・鼻先浮き部分は、下地調整材（下地：アスベスト含有）除去

の上、部分はつりを行い清掃後、既調合補修モルル塗りとする。

PS扉 外壁改修工事範囲にある鋼製設備盤等については下地調整

（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

設備盤等

（設備工事）

外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う。（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

鋼製建具廻り 

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

排水溝

（バルコニー）

（階段）

ケレン清掃後、下地調整の上、ウレタン塗膜防水（X-2）を行う。

（巾木共）

手摺足元等 （A-　　、Ａ－　　）

笠木・面台

（階段）

（腰窓、換気扇）

（バルコニー）

浮き、クラック、露筋、欠損等の笠木改修を行う。

地調整厚塗（CM-2）を用いる。]

スト含有）除去の上、部分はつりを行い清掃後、既調合補修モル

タル塗りとする。

・エアーブロー工法にて清掃、下地調整の上、全面にウレタン

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

・防水モルタル面台部の浮きは、エポキシ樹脂注入とする。

塗膜防水（X-2）を行う。[ 9 既設手摺撤去新設部に限り下

・防水モルタル面台部以外の浮きは、下地調整材（下地：アスベ

軒裏

（庇）

浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

（バルコニー） 整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

（階段） ・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁

（バルコニー面）

（妻面）

（EV）          

（階段）       

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地：アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

・塗膜部分は、吹付タイル（下地：アスベスト含有）脆弱部除去

の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調整材

（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン脆弱部除去の上、エアーブロー

工法にて清掃、シーラー、下地調整材（C-2カチオン系）塗布

の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

レンジフード 中性洗剤にてクリーニングを行う。

面台は、下地調整の上、全面にウレタン塗膜防水（X-2）を

行う。(２箇所)

軒樋 塩ビ製既存軒樋　取替え

固定金物　取替（スチール製 溶融亜鉛メッキ）

脱着。（  箇所）樹脂製 WxD=450ｘ300 駐輪禁止パネル

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）牛乳受箱

軒裏 浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁改修工事範囲にある鋼製設備盤等については下地調整

（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

屋根 棟金物撤去 既存カラーベスト存置の上アルファルトルーフィング

竪樋 既存撤去、新設　カラーVPφ100 スチール製溶融亜鉛メッキ支持金物

外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う。（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

軒裏 浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

消火器ボックス 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。（表面）

（　　箇所、既存同色とする。） 操作表示板取替（切文字共）

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う。（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

外壁改修工事範囲にある鋼製設備盤等については下地調整

（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

屋根 既存防水（モルタル防水）の上　塩ビシート機械固定工法

（リベットルーフ同等品）

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部

原寸図

0 7525 50

－－

工事範囲一覧表

Ａ／１０

上野芝住宅1棟ほか3棟外壁改修ほか工事

記号 改修項目 改修内容

1

3

4

13

14

15

17

※　　　　　　　はアスベスト含有及びアスベスト含有みなしとする。

11

16

9

2

記号 改修項目 改修内容 記号 改修項目 改修内容

5

6

7

8

10

12

51

53

55

56

57

58

59

54 鋼製建具

61 設備盤等

軒裏

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

工事範囲一覧表

60 目地

104

101

107

外壁

鋼製建具105

103

102

設備盤等106

108

1

300

4

25

50

5

5

100

20

10

50

5

6

50

40

9

2

2

44

軒裏

28 30

40

WxH=130x255

WxH=270x135

WxH=720x410

WxH=235x190

41 5

（塩ビ製角樋 120×120）

棟名 棟名 棟名

（設備工事）

（設備工事）

109

～

～

目隠しパネル：アルミ複合板ｔ＝6.0（芯材：石綿セメント板）

A-31～35

１
　
 
　
２
　
棟
　
共
　
通

１
　
　
　
２
　
棟
　
共
　
通

集
　
会
　
所

52

ポ
　
ン
　
プ
　
室

（　19　-1）

（　19　-2）

仕様、 シーリング打替え箇所は設計図書A-30による。

仕様は設計図書A-36による。

・アルミ製（   箇所）中性洗剤にてクリーニングを行う。

集
　
会
　
所

敷きフッ素ガルバリウム鋼板ｔ0.5ｍｍ 縦ハゼ葺き（カバー工法）

訂正前

764691
長方形



外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う．（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

設備盤等 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

軒樋 塩ビ製既存軒樋　取替え

固定金物　取替（スチール製 溶融亜鉛メッキ）

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

鋼製建具

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部

原寸図

0 7525 50

集会所　改修　平面図、立面図、天井伏図

1/1001/200

上野芝住宅1棟ほか3棟外壁改修ほか工事

Ａ／３９集会所

屋根伏図　1/100天井伏図　1/100

A

B

C

2 3 4 51

A

B

C

2 3 4 51

18
00

54
00

36
00

6300 1500
15900

4500 3600

18
00

54
00

36
00

26
00

10
00

40
0

14
00

4500 2400 1200 6300 1500

90
0

18
00

27
00

6300 1500
15900

4500 3600
18001800

63001500
15900

2345

4500

1

3600

北側立面図　1/100

GL

30
0

32
00

69
3

41
93

6300 1500
15900

2 3 4 5

4500

1

3600

GL

30
0

32
00

69
3

41
93

南側立面図　1/100

GL

30
0

32
00

69
3

41
93

1800
5400

3600

A B C

東立面図　1/100

1800
5400

3600

GL

30
0

32
00

69
3

41
93

ABC

西立面図　1/100

N

※　　　　　　　はアスベスト含有及びアスベスト含有みなしとする。

屋根 棟金物撤去 既存カラーベスト存置の上アルファルトルーフィング

敷きフッ素ガルバリウム鋼板ｔ0.5ｍｍ 縦ハゼ葺き（カバー工法）

竪樋 既存撤去、新設　カラーVPφ100 スチール製溶融亜鉛メッキ支持金物

巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁 浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地：アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

凡　例

記号 改修項目 改修内容

51

53

55

56

57

58

59

52

5454

9

61 設備盤等

破損部取替え(A-41)

屋根材（アクリル板）

1階平面図　1/100

A

B

C

2 3 4 51

18
00

54
00

36
00

26
00

10
00

40
0

14
00

4500 2400 1200 6300 1500

90
0

18
00

27
00

6300 1500
15900

4500 3600
18001800

52

60

を示す

凡例

E-51

E-53、54、55

E-52 E-56 E-62

E-59

E-60

E-58

E-57

E-62

E-56

950

95
0

95
0

950

950 950

軒裏

（設備工事）

レンジフード 中性洗剤にてクリーニングを行う。

面台は、下地調整の上、全面にウレタン塗膜防水（X-2）を

行う。(２箇所)

浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

押え金物は既存再使用

ポリカーボネート屋根一時取外し復旧共

52

51

53 53

56

53 59

53

52

57

55615855

61

58

57

60

57

53 51

53 53

56 59 53

53

52

57

616155

61

5861

51

52

61
57

55 54

57

5956

57

51

56 59

52

57

61

61

55 6161

59

59

5659

59
59

59

57

53

57

53 53 53

51

57

54

57535353535357

51

訂正前

764691
長方形



・ＢＢ－１種    ※アルミサッシ　　  　水切

章 章章 章項　　目 項　　目 項　　目特　記　事　項 特　記　事　項 特　記　事　項項　　目 特　記　事　項

９
　
防
　
水
　
工
　
事

12  含水率　  　　※Ａ種　・Ｂ種

 木材の材質　　・ＪＡＳ規格品　※一般建築用材

 造作材の等級　※Ａ種　・Ｂ種

 樹種　　  　　・標仕による（代用樹種の使用　・可　※不可）

 　　　　  　　・図示による

　

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

３ 集成材

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※１等 ・２等

※一般材

　 

※たも・なら・しおじ

・

・

・

・

・・化粧ばり構造用集成柱

・化粧ばり造作用集成材

・造作用集成材

※集成材

４ 接着剤 ※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

５ 木材保存剤 ※木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は、非有機リン系とする。　　

※防腐・防蟻処理

６ 床板張り

・有り 量の等級　※Ｆ☆☆☆☆

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散

・板張り

　床板 ※単層フローリング

（標仕19．5．2による）

ＪＡＳで定めるホルムアルデヒド放散

量の等級　※Ｆ☆☆☆☆　　　

・縁甲板 ※ ひ の き 　 　 　

フローリング及び縁甲板張り床

ラワン合板のみ適用（防虫処理証明書の提出）

８ その他

屋
　
根
　
及
　
び
　
樋
　
工
　
事

13
１ 長尺金属板葺

２ 下葺材料 ＪＩＳＡ６００５　・アスファルトルーフィング 940

３ 折板葺

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板（CZACCR-20-Y25）

・

材　　料

形状（ｍｍ）

（規模等）

軒先面戸板

断　熱　材

耐火性能

※有り　・無し

※有り（種別：　　　　　　厚さ：　　　㎜）　　・無し

※３０分耐火　　・無し

山高（　　）　山ピッチ（　　）　板厚※０.６　・０.８

４　保証書 受注者、施工者、製造者の３者連名にて保証すること。

材料保証１０年、施工保証５年の保証書２部提出すること。

５ と い ・配管用鋼管（及び排水管継手）

　  防露（標仕表13.5.4）　※有　・無

　　　　　　　　　　呼び径　・75　・100 　・125 　・150

・硬質塩化ビニル雨どい

・その他のとい

掃除口　　※有り　　・無し

※下がり止め　　製造所の仕様による

６ とい受け金物 ※排水管バンド

　　　※溶融亜鉛めっき(3×32) 　・ステンレスSUS304(2×32)

※ワンタッチキャップ付アンカー

　　　※溶融亜鉛めっき(4.5×32) ・ステンレスSUS304(3×32)

・その他の受け金物

　　　・　　　　　　　　　　　　

７ ルーフドレン

　　の工法

材種　※鋳鉄製　・ステンレス製SUS304

工法　※打込み　・後付け

　　　　　　　　　　呼び径　・80　・100 　・125 　・150

　 表面仕上げ

１ ステンレス

金
 
属
 
工
 
事

14

14

金
　
属
　
工
　
事

・ＡＢ－１種    ・カーテンウォール

・ＢＢ－２種    ・アルミサッシ

・ＡＣ－１種    ・アルミ内外装材　　・アルミ屋根材

・ＡＣ－２種    ・アルミ内外装材　　・アルミ屋根材

水切

・ＡＢ－２種    ・カーテンウォール

　　 　　   溶融亜鉛めっき　　　  ・Ａ種(550以上) ・Ｂ種(450以上)

３ 鉄の亜鉛めっき

　　　　   　　　    　　　  　   ※Ｃ種(350以上)

　　 　　   電気亜鉛めっき　  　  ・Ｄ種( 20以上) ・Ｅ種( 13以上)

　　　　   　　　　     　　  　  ・Ｆ種(  8以上)

付着量の証明書提出

４ 軽量鉄骨天井下地 ＪＩＳ規格品　野縁等の種類  屋内　※１９形　・２５形

　　　　  　　　　　　  　  屋外　・１９形　※２５形

インサート　　※鋼製　　・　

15

左
　
官
　
工
　
事

１ モルタル塗り材料

１ 木　材

２ 表面仕上げの程度

・工場における加圧式とし、十分に乾燥をおこなう。　ただし、現場におけ

 布することとする。

 る加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を塗

７ 防虫処理

搬入時の数値とする。

  木材は、工事現場搬入時に監督員の検査を行う。　尚、含水率は工事現場

２ アルミニウム及び

　アルミニウム合金

　の表面処理

５ 軽量鉄骨壁下地

６ 手すり及び

・鉄

手すり

７ 金属成形板張り

・

製

・パネル型　　　  ※プレス　　  　　 　 　　　　　　　　　 ・ 

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける　（施工箇所は図示）

８ アルミニウム製笠木

　 タラップ

部材の種類　・２５０形　・３００形　・３５０形　・　

表面処理　　※ＢＢ―１種又はＡＢ―１種　・　　

　　　　　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　　　　　・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ

・Ｃ　　種    　・アルミ内部建材

・６５形　（Ｈ≦4.0m）

・１００形（4.5m＜Ｈ≦5m）

・５０形  （Ｈ≦2.7m 片面貼り）

・９０形  （4.0m＜Ｈ≦4.5m）

品　　名 規 格・品 質 芯材の種類 化粧単板の樹種

下張り用

床板

※無し

※合板張り

施工箇所 厚　さ 金物類 備　考

形　式 ※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

種　別 施工箇所

種　別 施工箇所

施工箇所 亜鉛めっきの類別 付着量等の種別

種　類

形　状 製　法 材　種 寸 法 厚 さ 表面処理

２ 床コンクリートの

直均し仕上げ

下記以外は標仕表６.２.５及び標仕１５.３.２による

１ｍにつき１０以下 塗料塗りの場合も含む

３ｍにつき７以下　

フリーアクセフロア

　（パネル構法）範囲

　（溝構法）範囲

フリーアクセフロア

施工箇所 平たんさ（㎜） 備　考

吸水調整材及び 防水剤の 

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

※硬質塩化ビニル管（及び排水用硬質塩ビ管継手）カラー品

・スパンドレル型 ・押出し   ※アルミニウム　　　 　　　　　・ＢＢ-１種

（一社）公共建築協会」

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

・No．２Ｂ　  ・手すり

※ＨＬ　　    ・サッシ　・手すり　・三方枠

・鏡面　　    ・サッシ　・三方枠　・鏡

材料の種別

　　　　　　　　・ロール　　　　　　　　　 　　　  　　 　・ＢＢ-２種

１ アスファルト防水 脱気装置

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

成形伸縮目地材　製造所　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

・ＡＳ－Ｔ１

・ＡＳ－Ｔ２

仕上げ塗料

塗り

・シルバー

・カラー

２ 改質アスファルト

シート防水

種　別 施工箇所 備　考

〔改修工事版〕

６ その他の防水 備　考施工箇所種　別

５ ケイ酸質系塗布防水

・Ｃ－ＵＩ

・Ｃ－ＵＰ

備　考施工箇所種　別

４ 塗膜防水

脱気装置

※適用する・適用しない

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２

仕上げ塗料塗り

　・シルバー

　・カラー

Ｙ－２工法の保護シート

種　別 施工箇所 備　考

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

・ＡＳ－Ｔ３

・ＡＳ－Ｔ４

・ＡＳ－Ｊ１

・ＡＳＩ－Ｔ１ 断熱材

・材質(　　　　　　　　　)

・厚さ(　 )mm

・ＡＳＩ－Ｊ１

※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

保温板2種2号

・ 厚さ25mm

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　　　　㎡当たり１箇所）

脱気装置

種　別 施工箇所 仕上げ塗料塗り

・ＡＳ－Ｊ２

・ＡＳ－Ｊ３

脱気装置

断熱材

※A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

・ 厚さ25mm

・厚さ(　 )mm

断熱材

・材質(　　　　　　　　　)

・厚さ(　 )mm

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

・ｼﾙﾊﾞｰ ・ｶﾗｰ

厚さ
(mm)

※
非
歩
行

・
軽
歩
行

※1.2

※2.0

※1.5

※1.5

※1.2

※1.2

※1.5

※1.0

・Ｓ-Ｆ１

・Ｓ-Ｆ２

・Ｓ-Ｍ１

・Ｓ-Ｍ２

・ＳＩ-Ｆ１

・ＳＩ-Ｍ１

・Ｓ-Ｃ１

※2.0・ＳＩ-Ｆ２

※1.5・ＳＩ-Ｍ２

・Ｓ-Ｍ３

・ 厚さ25mm※A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

保温板2種2号

３ 合成高分子系

防水

ルーフィングシート

種　別 施工箇所 仕上げ塗料

塗り

使用

分類

 

10 １ 天然石張り 石の品質

　床用石材　　　　　　※２等品　・　

　壁及びその他の石材　※１等品　・　

石の種類・表面仕上げ

施工箇所 種 類 産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類

石
　
工
　
事

木
　
工
　
事

材料新設する防水層の下地補修材　

　　※アスファルトJISK2207 ３種　　　・　　

ルーフドレン回りの処理　　　　　　　　　　　　　　※図示

既存下地の補修及び処置補修箇所の形状，処置など　　※図示

架台回り等の処置　 　　　　　　　　　　　　　　　 ※図示

改12 施工一般

改13　既存防水の処理

９
　
防
　
水
　
工
　
事

２ テラゾタイル張り 種類　　　　　　　　　※大理石　　　　・花コウ岩　

寸法　　　　　　　　　※300×300×30　・400×400×32　

３ テラゾブロック張り 種石の種類　※大理石

表面仕上げ　※本磨き

　工法

内壁石張り

・乾式工法

　裏打ち処理　　　　　※行わない　・行う

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法 ・あと施工アンカー工法）

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　）

４ 壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　・乾式工法

　ドレインパイプ　　　※ステンレスＳＵＳ304　・　

　裏面及び裏打ち処理　※行わない　・行う（・裏面処理の場合小口共）

５ 床及び階段の石張り 石の厚さ（mm）

床石張りの裏面処理　　※行わない　・行う

屋内のワックス掛け　　※行わない　・行う

11 １ 陶磁器質タイル

  

施 工 工 法 寸法 き  じ うわぐすり 役物 備 考

箇 所 形状 磁器 陶器 せっ器 施　無 施無
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

工法  　 1.密着張り

2.改良積上げ張り

3.改良圧着張り

4.マスク張り

6.内装壁タイル接着剤張り

5.モザイクタイル張り

7.外装壁タイル接着剤張り

8.床タイル張り

　躯体表面の処理　・行う

　　　　　　　　　　　　※ＭＣＲ工法６章コンクリート工事又は

高圧水洗（ポリマーセメントモルタル下地）工法

施工範囲　※図示　　

　下地モルタル塗り　※標仕１５．２．２～１５．２．５による

　タイルの試験張り　※行わない　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

２ 有機質接着剤 ・　屋内　ＪＩＳＡ５５４８（陶磁器質タイル用接着剤）による

・　屋外　ＪＩＳＡ５５５７（外装タイル張り用有機系接着材）による

※便所については、タイプⅠ　とする。

３ 陶磁器質タイル

　型枠先付け 小口タイル

・6.8.2〔材料〕（２）（イ）

　     　　　　　 ・タイルシート法       ※6.8.2〔材料〕（２）（イ）

 二丁掛タイル    ・目地桝法

 大形タイル　    ・桟木法　　　　      ・6.8.2〔材料〕（２）（イ）

・金属製パネル

 適用タイル 種 別 せき板の種別

製造所　　「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」による

（一社）公共建築協会」

　既調合モルタル・ポリマーセメントモルタルの

外装タイルの出隅役物は、Ｌ型及び箱型役物とする。４ 役　物

５ 見本焼き 　　※行わない　・行う

６ 伸縮調整目地 　　・外壁　※図示

　　・内壁　※入隅部、建具廻り、設備機器廻り

　　・床　※図示

　　※外観検査　※打診検査　・接着力試験７ 検　査

改８ 張付け材料の厚さ
タイルの種類

張付け材料
工　法

内装タイル
改良積上げ張り 一枚ずつ貼付ける

塗り厚mm

１３～１８

備　考

モルタル

種　類

サート再使用

改11 既存埋込みイン

・吊りボルトの引き抜き試験を行う。

（当該階３ヶ所程度、４０㎏程度の荷重にて抜けないことの確認。）

あと施工アンカー

新規天井下地の吊りボルト受け等の既存の埋込みインサートの使用

・吊りボルトの引き抜き試験を行う。

（当該会３箇所程度、４０kg程度の荷重にて抜けないことの確認。）

８棟便所床

12棟便所床

8

8

25角

50角

 ・ ・　

  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

  ・   ・    ・ 

　 ・　・　

　 ・　・　

　 ・　・　

　 ・　・　

 ・ ・　

 ・ ・　

 ・ ・　

  ・   ・    ・ 

　　 　　 　 　 　　　 　
・鉄

タラップ ※ステンレスＳＵＳ３０４

・樹脂被覆

　2014. 1.改訂
0 25 50 75

原寸図11 接着性試験 ・引張接着性試験　※簡易接着性試験

　1998. 5.作成

　2011. 2.改訂

　2007.12.改訂

　2004.11.改訂

　2002. 5.改訂

　2000.12.改訂

堺市　建築都市局　建築部

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺

図面番号

Ａ１縮尺

特記仕様書（Ｎｏ３）
2017. 2.改訂

2017. 1.改訂

2020. 4.改訂

2021. 4.改訂

2022. 4.改訂
Ａ／０３

10 シーリング 記　号 施工箇所 備　考

各防水組合加盟店の施工とし、工事完了後施工プレート取付けのこと。

尚、完了年月日は契約竣工年月日とする。

９ 施　工

８ 漏水試験 陸屋根については、水上より５０mmの高さにて２４時間水張試験を行う。

受注者、施工者、製造者の３者連名にて年限（１０年）保証すること。

保証書は２部提出すること。

７ 保証書

目地寸法

ＳＲ－１　ＨＭ　シリコーンシーリング材（１成分形）高モジュラス形

ＳＲ－１　ＬＭ　シリコーンシーリング材（１成分形）低モジュラス形

ＳＲ－２　　　　シリコーンシーリング材（２成分形）

ＰＳ－２　　　　ポリサルファイドシーリング材（２成分形）

ＭＳ－２　　　　変成シリコーンシーリング材（２成分形）

ＰＵ－２　　　　ポリウレタンシーリング材（２成分形）

・保証書　受注者、施工者、製造者の３者連名にて年限（３年）保証する

　　　　　こと。　保証書は２部提出すること。

ポンプ室屋根

・設ける　材質（ステンレス製　）設置数量（　70　　㎡当たり１箇所）

バルコニー、階段室、階段排水溝

共同廊下排水溝、庇天端

PU-2

PU-2

MS-2

誘発目地、化粧目地

外壁打継目地

鋼製サッシ

20×15

20×15

15×10

降雨時等に対する養生方法　　※改修標仕 3.1.3(5)

集会所 0.5mm

※ステンレスＳＵＳ３０４　　・　アルミ製

上野芝住宅1棟ほか3棟外壁改修ほか工事

― ―

訂正後

縦葺縦馳

材  質

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板

型 式 

764691
長方形



巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁

・塗膜部分は、吹付タイル（下地：アスベスト含有）脆弱部除去

の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調整材

（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

設備盤等 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

風呂釜取出口 面台はケレン清掃後、下地調整の上、ウレタン塗膜防水（X-2）

を行う。

外壁 浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地：アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

床下換気口（鋳鉄製）

エキスパンドメタル

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）

パラボラアンテナ

（電気設備工事対応）

移設、復旧。（　箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）

・破損部（　箇所）は、破損部（W1,075 H1,800）ケイカル板

ｔ＝6.0（アスベスト含有）撤去の上、新設（ケイ酸カルシウム

板t=6.0、素地ごしらえ（B種）、EP-G塗装とし、避難方向

表示を行う。取外し期間中は進入防止措置を行うこと。

・破損部以外（　　個所）は、下地調整（RB種）、EP-G塗替

錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

・アスベスト含有部分の撤去方法は、特記仕様書（No.６）

・枠（スチール製 溶融亜鉛メッキ）は、下地調整（RB種）、

えとし、避難方向表示を行う。

による。

隔板（W1,075 H1,800）

昇降機扉 下地調整の上、外部用粘着剤付き塩ビ化粧フィルム貼り。

（3MﾀﾞｲﾉｯｸﾌｨﾙﾑEXｼﾘｰｽﾞ同等品）

給気扉

換気扇フード

下地調整（RB種）の上、DP塗替えとする。（　箇所、両面共）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）

面台はケレン清掃後、下地調整の上、ウレタン塗膜防水（X-2）

を行う。

目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

・タラップ（L=500、22φ3段）:SUS製、既存利用。

・中性洗剤にてクリーニングを行う。

屋上ハッチ（タラップ含） ・屋上ハッチ（600φ）:SUS製、既存利用。

・昇降路：下地調整（RB種）の上、複層塗材（E）塗りとする。

鋼製手摺 下地調整(RB種)の上、DP塗替えとする。

（窓）

物干金物

消火器ボックス 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。（表面）

竪樋

（　　箇所、既存同色とする。）

・支持金物取替え（スチール製　溶融亜鉛メッキ）

・掴み金物足元廻りは、変成シリコンシーリング（MS-2）

鋼製手摺・たて格子 既存鋼製手摺・目隠しパネル撤去の上、アルミ製手摺に取替え。

撤去の際は仮設計画図にある通り、入居者の落下養生手摺等

施すこと。笠木天端は、不陸調整の為CM-2で平滑にする。

ステンレス棟名称版

アクリル階数表示板

ステンレス室名板

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

打替えとする。

ステンレス掲示板

ステンレス集合郵便受け

ドレン（ストレーナー含）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングを行う。（   箇所）

中性洗剤にてクリーニングの上、ノンタール系エポキシ樹脂塗装

替えとする。

操作表示板取替（切文字共）

鋼製手摺（階段） 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

アルミ手摺（階段） 中性洗剤にてクリーニングを行う。

庇

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

浮き、クラック、露筋、欠損等の屋根面改修を行う。

・ エアーブローエ法にて清掃、下地調整の上、全面にウレタン

塗膜防水（X-2）を行う。

・天端浮き部分は、エポキシ樹脂注入とする。

・鼻先浮き部分は、下地調整材（下地：アスベスト含有）除去

の上、部分はつりを行い清掃後、既調合補修モルル塗りとする。

PS扉 外壁改修工事範囲にある鋼製設備盤等については下地調整

（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

設備盤等

（設備工事）

外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う。（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

鋼製建具廻り 

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

排水溝

（バルコニー）

（階段）

ケレン清掃後、下地調整の上、ウレタン塗膜防水（X-2）を行う。

（巾木共）

手摺足元等 （A-　　、Ａ－　　）

笠木・面台

（階段）

（腰窓、換気扇）

（バルコニー）

浮き、クラック、露筋、欠損等の笠木改修を行う。

地調整厚塗（CM-2）を用いる。]

スト含有）除去の上、部分はつりを行い清掃後、既調合補修モル

タル塗りとする。

・エアーブロー工法にて清掃、下地調整の上、全面にウレタン

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

・防水モルタル面台部の浮きは、エポキシ樹脂注入とする。

塗膜防水（X-2）を行う。[ 9 既設手摺撤去新設部に限り下

・防水モルタル面台部以外の浮きは、下地調整材（下地：アスベ

軒裏

（庇）

浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

（バルコニー） 整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

（階段） ・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁

（バルコニー面）

（妻面）

（EV）          

（階段）       

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地：アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

・塗膜部分は、吹付タイル（下地：アスベスト含有）脆弱部除去

の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調整材

（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン脆弱部除去の上、エアーブロー

工法にて清掃、シーラー、下地調整材（C-2カチオン系）塗布

の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

レンジフード 中性洗剤にてクリーニングを行う。

面台は、下地調整の上、全面にウレタン塗膜防水（X-2）を

行う。(２箇所)

軒樋 塩ビ製既存軒樋　取替え

固定金物　取替（スチール製 溶融亜鉛メッキ）

脱着。（  箇所）樹脂製 WxD=450ｘ300 駐輪禁止パネル

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

中性洗剤にてクリーニングを行う。（　　箇所）牛乳受箱

軒裏 浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁改修工事範囲にある鋼製設備盤等については下地調整

（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

屋根 棟金物撤去 既存カラーベスト存置の上アルファルトルーフィング

竪樋 既存撤去、新設　カラーVPφ100 スチール製溶融亜鉛メッキ支持金物

外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う。（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

軒裏 浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

消火器ボックス 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。（表面）

（　　箇所、既存同色とする。） 操作表示板取替（切文字共）

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う。（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

外壁改修工事範囲にある鋼製設備盤等については下地調整

（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

屋根 既存防水（モルタル防水）の上　塩ビシート機械固定工法

（リベットルーフ同等品）

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部

原寸図

0 7525 50

－－

工事範囲一覧表

Ａ／１０

上野芝住宅1棟ほか3棟外壁改修ほか工事

記号 改修項目 改修内容

1

3

4

13

14

15

17

※　　　　　　　はアスベスト含有及びアスベスト含有みなしとする。

11

16

9

2

記号 改修項目 改修内容 記号 改修項目 改修内容

5

6

7

8

10

12

51

53

55

56

57

58

59

54 鋼製建具

61 設備盤等

軒裏

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

工事範囲一覧表

60 目地

104

101

107

外壁

鋼製建具105

103

102

設備盤等106

108

1

300

4

25

50

5

5

100

20

10

50

5

6

50

40

9

2

2

44

軒裏

28 30

40

WxH=130x255

WxH=270x135

WxH=720x410

WxH=235x190

41 5

（塩ビ製角樋 120×120）

棟名 棟名 棟名

（設備工事）

（設備工事）

109

～

～

目隠しパネル：アルミ複合板ｔ＝6.0（芯材：石綿セメント板）

A-31～35

１
　
 
　
２
　
棟
　
共
　
通

１
　
　
　
２
　
棟
　
共
　
通

集
　
会
　
所

52

ポ
　
ン
　
プ
　
室

（　19　-1）

（　19　-2）

仕様、 シーリング打替え箇所は設計図書A-30による。

仕様は設計図書A-36による。

・アルミ製（   箇所）中性洗剤にてクリーニングを行う。

集
　
会
　
所

訂正後

敷きカラーガルバリウム鋼板ｔ0.5ｍｍ 縦ハゼ葺き（カバー工法）

764691
長方形



外壁面サッシ、扉 ・中性洗剤にてクリーニングを行う．（     箇所、枠及び

ガラス共、片面）

・塗膜塗材のガラスヘの付着は、入念に除去すること。

・目地は、変成シリコンシーリング（MS-2）打替えとする。

設備盤等 下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

軒樋 塩ビ製既存軒樋　取替え

固定金物　取替（スチール製 溶融亜鉛メッキ）

目地

（打継、誘発、化粧）

ポリウレタン系シーリング（PU-2）打替えとする。

下地調整（RB種）、錆止め（C種）の上、SOP塗替えとする。

（両面、枠共、既存同色とする。）目地は、変成シリコンシー

リング（MS-2）打替えとする。

鋼製建具

工事名称

図面名称

Ａ３縮尺 Ａ１縮尺

図面番号堺市　建築都市局　建築部

原寸図

0 7525 50

集会所　改修　平面図、立面図、天井伏図

1/1001/200

上野芝住宅1棟ほか3棟外壁改修ほか工事

Ａ／３９集会所

屋根伏図　1/100天井伏図　1/100
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西立面図　1/100

N

※　　　　　　　はアスベスト含有及びアスベスト含有みなしとする。

屋根 棟金物撤去 既存カラーベスト存置の上アルファルトルーフィング

竪樋 既存撤去、新設　カラーVPφ100 スチール製溶融亜鉛メッキ支持金物

巾木

（外壁）

浮き、クラック、露筋、欠損等の巾木改修を行う。

・塗膜部分は、（下地：アスベスト含有）脆弱部除去の上、エア

ーブロー工法にて清掃、下地調整材（C-2カチオン系）塗布の

上、全面にケイ酸質系塗材を塗布する。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

外壁 浮き、クラック、露筋、欠損等の外壁改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地：アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、複層塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

凡　例

記号 改修項目 改修内容

51

53

55

56

57

58

59

52

5454

9

61 設備盤等

破損部取替え(A-41)

屋根材（アクリル板）

1階平面図　1/100
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C
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52
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を示す

凡例

E-51

E-53、54、55

E-52 E-56 E-62

E-59

E-60

E-58

E-57

E-62

E-56

950

95
0

95
0

950

950 950

軒裏

（設備工事）

レンジフード 中性洗剤にてクリーニングを行う。

面台は、下地調整の上、全面にウレタン塗膜防水（X-2）を

行う。(２箇所)

浮き、クラック、露筋、欠損等の軒裏改修を行う。

・塗膜部分は、アクリル系リシン（下地:アスベスト含有）

脆弱部除去の上、エアーブロー工法にて清掃、シーラー、下地調

整材（C-2カチオン系）塗布の上、外装薄塗材（E）塗りとする。

・浮き部分は、はつり工法とする。

・クラック部分（0.2mm以上）は外壁改修施工標準図（１）による。

押え金物は既存再使用

ポリカーボネート屋根一時取外し復旧共
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53 53
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53 59
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訂正後

敷きカラーガルバリウム鋼板ｔ0.5ｍｍ 縦ハゼ葺き（カバー工法）

764691
長方形



直　接　工　事　費　細目別内訳 30

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

【撤去】        

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去      集積共                          

95.4 
ｍ

竪樋撤去        φ100VP管 集積共                

16.8 
ｍ

軒樋撤去        120角 集積共                    

50.2 
ｍ

【改修】        

ｼｰﾘﾝｸﾞ          鋼製ｻｯｼ 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)       

15×10                          54.1 
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ          外壁打継､誘発目地               

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)                 41.3 
20×10                          ｍ

塗膜防水        X-2                             

(ｻｯｼ面台)       100<W<=200                      13.9 
ｹﾚﾝ､下地清掃､下地調整､ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ共 ｍ

塗膜防水        X-2                             

(換気扇面台)    150×300程度                    2   
ｹﾚﾝ､下地清掃､下地調整､ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ共 か所

屋根            ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5            

鋼板葺き        縦ﾊｾﾞ葺き  ｶﾊﾞｰ工法             124   
㎡

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1mm 下張り                    

124   
㎡

棟包み          ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                

止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W500　t=0.5                     13.6 
ｍ

下り棟包み      ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                

止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W600　t=0.5                     23.7 
ｍ

谷樋            ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                

W650  t=0.5                     4   
ｍ

軒先唐草        ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                

桟鼻ｷｬｯﾌﾟ共     t=0.5                           49.8 
ｍ

高圧ｴｱｰ清掃     

124   
㎡

竪樋            VPφ100                         

取付金物共                      16.8 
ｍ

軒樋            120*120                         

取付金物共                      50.2 
ｍ

計

集会所 防水改修

堺市役所

725141
テキストボックス
訂正前



直　接　工　事　費　細目別内訳 30

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

【撤去】        

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去      集積共                          

95.4 
ｍ

竪樋撤去        φ100VP管 集積共                

16.8 
ｍ

軒樋撤去        120角 集積共                    

50.2 
ｍ

【改修】        

ｼｰﾘﾝｸﾞ          鋼製ｻｯｼ 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)       

15×10                          54.1 
ｍ

ｼｰﾘﾝｸﾞ          外壁打継､誘発目地               

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系(PU-2)                 41.3 
20×10                          ｍ

塗膜防水        X-2                             

(ｻｯｼ面台)       100<W<=200                      13.9 
ｹﾚﾝ､下地清掃､下地調整､ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ共 ｍ

塗膜防水        X-2                             

(換気扇面台)    150×300程度                    2   
ｹﾚﾝ､下地清掃､下地調整､ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ共 か所

屋根            ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.5             

鋼板葺き        縦ﾊｾﾞ葺き  ｶﾊﾞｰ工法             124   
㎡

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1mm 下張り                    

124   
㎡

棟包み          ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 

止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W500　t=0.5                     13.6 
ｍ

下り棟包み      ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 

止面戸･ｴﾌﾟﾛﾝ共  W600　t=0.5                     23.7 
ｍ

谷樋            ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 

W650  t=0.5                     4   
ｍ

軒先唐草        ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板                 

桟鼻ｷｬｯﾌﾟ共     t=0.5                           49.8 
ｍ

高圧ｴｱｰ清掃     

124   
㎡

竪樋            VPφ100                         

取付金物共                      16.8 
ｍ

軒樋            120*120                         

取付金物共                      50.2 
ｍ

計

集会所 防水改修

堺市役所

725141
テキストボックス
訂正後


